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【１年次】
区分 授業科目 単位 強化する事項

医学情報処理 2

早期臨床体験実習Ⅰ 1.5

これまでの地域医療機関や介護老人保健施設
の他に、保健所の見学を実施し、地域保健医療
計画、衛生行政等の熊本県における地域保健
を学ばせる。また、新たな実習の受入先として、
特色のある地域医療機関を開拓する。

分子細胞生物学Ⅰ 2
医学概論 2
最新医学セミナー 2
分子遺伝学 1.5

人体発生・肉眼解剖学 3

生化学I 1.5

生化学II 1.5

生理学I 3

【２年次】

早期臨床体験実習Ⅱ 1

医用電子・放射線基礎医学 2
医学英語 2
解剖学実習 4
神経解剖学 2
組織学 4

生理学II 3

免疫学 2

感染防御学 2

 微生物学(寄生虫病学を含む。) 3

腫瘍医学 2

薬理学 4.5
病理学I 2
病理学II 3.5

【３年次】

早期臨床体験実習Ⅲ 1

地域医療を身近に感じられる地域の中核病院
や熊本市内・市外の地域医療機関（診療所等）
での体験実習を通して、熊本県における地域医
療の現状、地域医療に求められる医師像、地
域医療への関心を醸成する。

医療と情報 1

熊本大学医学部医学科モデルカリキュラム

基
礎
医
学
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

基
礎
医
学
科
目

専
門
基
礎
科
目
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基礎一般実習コース 6

基礎演習 10
呼吸器内科学 2.5
消化器内科学 2.5

血液内科学 2.5

膠原病内科学 1

腎臓内科学 2.5
代謝・内分泌内科学 3.5
循環器内科学 2.5
心臓血管外科学 1
呼吸器外科学 1
消化器外科学 3.5
乳腺・内分泌外科学 1
泌尿器科学 1
産科婦人科学 2
皮膚科学 2.5
整形外科学 2.5
歯科口腔外科学 1
耳鼻咽喉科学 2.5

眼科学 1

神経内科学 2.5
神経精神医学 2.5
脳神経外科学 2.5
画像診断学 1
臨床検査医学 1.5

【４年次】

専
門
基
礎
科

医療と社会 1

地域医療に求められる医師としての役割と機能など
の値域医療の在り方の他に、熊本県における医師の
偏在（地域及び診療科）の現状とその理由を学ばせ、
地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理
解させる。

公衆衛生学 2

地域における福祉施設の体系と機能、介護保険法制
定後の老人福祉・医療施設の現状、地域における健
康福祉システム、地域保健・保健所の機能に係る講
義について、個別の対面的実習を取り入れ教育を強
化する。また、保健師を非常勤講師として招聘し、地
域の保健師活動の現状と課題について学ばせる。

法医学 3

生命倫理学 2

基
礎
医
学
科

目

臨
床
医
学
科
目

基
礎
医
学
科
目
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 小児科学（小児発達学を含む。） 3
小児外科学 1
麻酔科学 2.5
総合診療学 1
放射線腫瘍学 1
救急医学 1
臨床腫瘍学 1
臨床実習入門 4

 チュートリアル実習(総合講義を含む。) 2.5
臨床形態診断学 1
漢方医学 1

【５年次】

臨床実習 26

地域開業診療所に学生を派遣し、地域のプライ
マリ・ケアの体験を充実させ、もって地域医療の
基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解さ
せ、医師としてどのような実践能力を身につけ
るべきかを学習する。

特別臨床実習 38

【６年次】
臨
床
医
学
科
目

特別臨床実習 38

臨
床
医
学
科
目

臨
床
医
学
科
目
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１．現在（平成 29 年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員  

入学定員  ２年次編入学定員 ３年次編入学定員 収容定員  

 １１５名      ０名     ０名   ６９０名  

 

（収容定員計算用） 

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 計 

（ア）入学定員 １１５ １１５ １１５ １１５ １１５ １１５ ６９０ 

（イ）２年次編入学定員         

（ウ）３年次編入学定員         

 

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の平成 30 年度の入学定員（編

入学定員）及び収容定員  

入学定員  ２年次編入学定員 ３年次編入学定員 収容定員  

 １１０名      ０名     ０名   ６４０名  

 

（収容定員計算用） 

 H30 H31 H32 H33 H34 H35 計 

（ア）入学定員 １１０ １１０ １０５ １０５ １０５ １０５ ６４０ 

（イ）２年次編入学定員         

（ウ）３年次編入学定員         

 

３．平成 30 年度の増員計画 

入学定員  ２年次編入学定員 ３年次編入学定員 収容定員  

 １１５名      ０名     ０名   ６５０名  

   

（収容定員計算用） 

 H30 H31 H32 H33 H34 H35 計 

（ア）入学定員 １１５ １１５ １０５ １０５ １０５ １０５ ６５０ 

（イ）２年次編入学定員         

（ウ）３年次編入学定員         

↓内訳  

（１）地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増   ５名  

  ア．対象都道府県名及び増員数  

大学が所在する都道府県  （熊本県）    ５名  

   

大学所在地以外の都道府県  （都道府県名 )    名  

 

（２）（１）のうち平成 29 年度で終了する医学部入学定員の暫定措置の延長

に係る入学定員／編入学定員増  ５名  

ア．対象都道府県名及び増員数  

大学が所在する都道府県  （熊本県）    ５名  

   

大学所在地以外の都道府県  （都道府県名 )    名  
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（３）研究医養成のための入学定員／編入学定員増   名  

  ア．連携する大学  

                     

 

（４）歯学部入学定員の削減を行う大学の特例    名  

  ア．歯学部の削減人数   名  

（歯学部入学定員： 29 年度   名→ 30 年度   名）  

＊   編入学定員の削減の場合はその旨付記して下さい。  

 

４．地域の医師確保のための入学定員増について 

①大学が

講ずる措

置  

通知２(1)記載の「大学が講ずる措置」に係るこれまでの取組について記入し

て下さい。 

 

 平成 19 年度の「緊急医師確保対策」に基づく 5 名増員及び「経済

財政改革の基本方針 2008」に伴う 5 名増員によって平成 21 年度から

入学定員を 10 名増とした。平成 22 年度からは「経済財政改革の基本

方針 2009」により、熊本県医師修学資金（地域枠）の給付を条件と

した推薦入試（地域枠）を新設し、 5 名増とした。  

 

通知２(1)記載の「大学が講ずる措置」に係る平成 30 年度以降の取組につい

て具体的に記入して下さい。 

 

 熊 本 県 か ら 地 域 医 療に 従事 する 医 療人育 成及 びそ の 増員の 更新 に

ついて要望があり、「緊急医師確保対策」に基づき平成 21 年度に措

置された臨時増 5 名分の延長について、熊本県と協議のうえ、延長を

申請することとした。  

 

②地域医

療を担う

医師の養

成に関す

る取組  

①のほか、地域枠の学生が卒後に勤務することが見込まれる都道府県で

の地域医療実習など、地域医療を担う医師養成の観点からこれまでの取

組について記入して下さい。  

 

 平成 21 年度から「熊本県医師修学資金（一般枠）」の貸与希望者

を募集し、5 名を上限に選考し貸与を開始した。「経済財政改革の基

本方針 2008」に伴う定員増による入学者を含めた在学生を対象者と

している。  

 

 地域医療に関する教育内容の充実のため以下の取組を行った。  

・従来実施していた医学科 1 年生全員を対象とした「早期社会体験学

習」を平成 26 年度から新カリキュラムによる「早期臨床体験実習
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Ⅰ」と名称を改め、心身障害児（者）施設、慢性疾患療養施設、老

人保健施設、特別養護老人ホーム、療養型病院など地域の医療・介

護・福祉の現場で患者や住民の側から医療・福祉をみる体験を積み、

患者と接する態度を学ばせた。  

・平成 27 年度から医学科 2 年生全員を対象とした「早期臨床体験実

習Ⅱ」にて医学部附属病院での診療体制の実際を体験し、医師・ス

タッフ・患者とのチーム医療のあり方の理解を深め、平成 28 年度

から医学科 3 年生全員を対象とした「早期臨床体験実習Ⅲ」にて熊

本県内各地の診療所等での体験実習を通し、地域医療への理解を深

めた。  

・4 年次の「公衆衛生学」（旧カリキュラムでは 3 年次「公衆衛生学」

及び「衛生学」）の授業において、地域医療・地域保健に関する授

業を拡充し、熊本県の医療行政及び地域保健について学ばせた。  

・4 年次の「医療と社会」（旧カリキュラムでは「医療と社会Ⅰ・Ⅱ」）

の授業において、地域医療行政について学ばせた。  

・平成 21 年度から熊本県医師修学資金貸与制度の受給学生に対し、

毎月実施している地域医療ゼミの他、夏季学生地域医療特別実習を

実施した。  

 

上記の観点から平成 30 年度以降新たに行おうとする（又は拡充しよう

とする）取組について記入して下さい。  

 

 5～ 6 年次のクリニカル・クラークシップについて、現在、熊本県

医師修学資金貸与制度の受給学生は必須（通常の学生は希望者のみ）

として実施している地域医療実習を、平成 26 年度から導入している

新カリキュラムから全員必修としているため、平成 30 年度実施に向

けて、個々の受入先における実習内容の充実を図る予定である。  

 

③都道府

県等との

連携  

通知２(2)記載の「都道府県が講ずる措置」について、奨学金の設定主体及び

支給額（月額及び卒業までの総支給額）、返還免除の条件、支給対象及び在学

中の学生に対する都道府県の相談・指導、卒後のキャリアパス形成等につい

て具体的に記入して下さい。 

また、都道府県が厚生労働省に提出する予定の地域の医師確保等に関する計

画及び「地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律」（平

成元年法律第 64 号）第４条に規定する都道府県計画等に位置づけることを約

束する文書を添付して下さい。 

 

１  医師修学資金の設定主体：熊本県  

２  貸与額  

・入学料相当額  282,000 円（入学年度のみ）  
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  ・授業料相当額  535,800 円（年額）  

  ・生活費相当額   75,000 円（月額）  

  ※卒業までの総支給額  8,896,800 円（６年間貸与の場合）  

３  返還免除の条件  

  臨 床 研 修 及 び 知 事 が 指 定 す る 地 域 の 病 院 等 へ の 従 事 期 間 が 修 学 資

金の貸与を受けた期間の 1.5 倍に相当する期間（大学入学後 1 年を経

過した後に被貸与者となった者は修学資金の貸与を受けた期間に 3 年

を加えた期間）に達したとき。  

４  支給対象  

大学の医学を履修する課程に在学する者で、かつ知事が指定する病

院等における医師の業務に従事しようとする者  

５  在学中の学生に対する県の相談・指導  

  熊本県地域医療支援機構（地域医療支援センター）及び県の寄附で

熊本大学に開設している「地域医療・総合診療実践学寄附講座」が連

携して、将来の地域医療を担うために必要な卒前教育及びキャリア形

成支援に関する次の取組みを継続的に行っている。  

 ・個人面談の実施（年 1 回以上）  

 ・地域医療ゼミやセミナー・講演会の開催  

 ・地域医療夏季実習の実施（自治医科大学生と合同）  

  また、機会をとらえて、知事又は副知事との面会等を行い、直接激

励することで、県とのつながりの強化に努めている。  

６  卒後のキャリアパス形成等  

  ・熊本県では、熊本県医師修学資金貸与医師の勤務等に関する要綱

（別紙）を制定し、同要綱において知事が指定する病院及び診療

所（ 36 施設）を 3 つのグループに分類し、基本的な勤務のローテ

ーションを定めている。  

  ・貸与医師が勤務する指定病院等については、熊本県地域医療支援

機 構 に 設 置 す る 熊 本 県 医 師 修 学 資 金 貸 与 医 師 キ ャ リ ア 支 援 調 整

会議において、貸与医師本人の意向を踏まえ、県内の医師不足地

域 に お け る 医 師 確 保 と 貸 与 医 師 の 専 門 医 資 格 取 得 を 配 慮 し な が

ら、配置調整を行うこととしている。  

 

④都道府

県が貸与

する奨学

金を貸与

する者の

選抜方法  

上記の都道府県が貸与する奨学金について、どのような方法で対象学生

を選抜するか、大学と都道府県との連携の在り方も含め、現時点の検討

状況を具体的に記入して下さい。なお、複数の方法により選抜を行う場

合は、そのすべての方法について、方法ごとの対象人数とあわせて記入

して下さい。  

 

 大 学 の 医 学 を 履 修 す る 課 程 に 在 学 す る 者 （ 熊 本 大 学 の 医 学 部 医 学 科

生、 1～ 6 年生）を対象に募集を行う。  



 6

 希望する学生は、熊本県医師修学資金貸与申請書に誓約書、住民票の

写し、貸与申請理由書（貸与希望の動機及び地域医療に対する抱負や意

見等について、合計 800 字程度で記載する）を添えて医学科教務担当へ

提出する。  

 申請者に対し、医学部医学科教員及び熊本県担当者による面接を実施

し、面接結果及び貸与申請理由書の内容を総合的に判断して対象学生を

選考する。  

 

平成２２年度以降に同様の枠組みで増員した人数についても、都道府県

が貸与する奨学金の対象学生の選抜方法を記入して下さい。なお、複数

の方法により選抜を行う場合は、そのすべての方法について、方法ごと

の対象人数とあわせて記入して下さい。  

 

・推薦入試（地域枠）：募集人員 5 名  

熊本県内の高等学校から推薦（各校 2 名以内）された受験生（志望

学科への入学の意志が強固、かつ将来、熊本県の地域医療を目指す者

で、合格した場合、熊本県医師修学資金の貸与を受け、入学すること

を確約できる者）に対し、大学入試センター試験、推薦書、調査書、

志望理由書（地域医療に対する抱負や意見について 800 字程度）及び

面接を課している。  

地域枠受験者の面接（医学科教員 3 名）後、引き続き熊本県医師修

学資金面接（熊本県担当者 3 名）を実施している。両面接終了後、医

学部医学科及び熊本県の各担当者が意見交換を行い、熊本県医師修学

資金面接合格者のうち、推薦入試（地域枠）合格者の上位 5 名を対象

学生とすることを確認している。  

 

⑤その他  

 

その他、地域の医師確保の観点から大学の今後の取組について自由に記

入して下さい。  

とくに、都道府県からの奨学金の貸与を受ける者、地域枠入学者を確保する

ために貴大学で取り組まれていることや今後の取組み予定がありましたら、

記入して下さい。 

 

 熊本大学医学部では、オープンキャンパスに参加する受験生や保護

者等を対象に入試等説明の後、熊本県医療政策課による熊本県医師修

学資金の説明の時間を設け、より広く制度の周知を行っている。また、

新入 生 ガ イ ダ ン ス で も同 様に 熊本 県 医師修 学資 金に 関 する説 明の 時

間を設け、広報活動を行っている。  

 熊本県の寄附により、総合診療医養成及び地域医療を担う医師の育

成の実施を目的として附属病院内に、平成 21 年 1 月に「地域医療シ

ステム学寄附講座」を設置（平成 28 年度から「地域医療・総合診療
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実践学寄附講座」）している。本寄附講座を主体として平成 21 年度

から毎月実施している地域医療ゼミの他、夏季学生地域医療特別実習

を継続して実施する。さらに、平成 22 年度に地域医療を含む医学教

育全般を統括する組織として大学院生命科学研究部内に設置した「臨

床医学教育研究センター」と「地域医療・総合診療実践学寄附講座」

が連携し、地域医療に係る授業及び実習に取り組む。  

 平成 21 年度から実施している夏季学生地域医療特別実習等を通し

て、熊本県医師修学資金貸与学生と熊本県関連の自治医科大学学生と

の交流をはかり、地域の医師確保を促進させる。  

 

 

 





【１年次】

科目名 期間 場所 教育内容

早期臨床体験
実習Ⅰ

通年
・本荘地区 医学教育図書棟第１講義室
・県内地域医療機関/介護老人保健施設
等（26施設）

　地域医療機関や心身障害児（者）施設、慢性疾患療養施設、老人保健施
設、特別養護老人ホーム、療養型病院など医療・介護・福祉における地域保
健を学ばせる。(１機関１週間)

【２年次】

科目名 期間 場所 教育内容

早期臨床体験
実習Ⅱ

通年
・本荘地区 医学教育図書棟第４講義室
・医学部附属病院　各診療科

　地域医療機関・診療所での体験実習前に、附属病院内各診療科等での体験
実習を通して、患者と接する態度及び先進医療の現場における診療体制の実
際を見学・体験し、医師・スタッフ・患者とのチーム医療を学ぶ。

【３年次】

科目名 期間 場所 教育内容

早期臨床体験
実習Ⅲ

通年
・本荘地区 医学教育図書棟第３講義室
・県内地域開業診療所（134施設）

　地域開業診療所に学生を派遣し、地域のプライマリ・ケアの体験を経験さ
せ、地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を学習する。

【４年次】

科目名 期間 場所 教育内容

医療と社会 前期 ・本荘地区 総合研究棟３階講義室
　地域医療に求められる医師としての役割と機能などの地域医療の在り方の
他に、熊本県における医師の偏在（地域及び診療科）の現状とその理由を学
ばせ、地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解させる。

公衆衛生学 前期 ・本荘地区 総合研究棟３階講義室

　地域医療行政の他、保健師を非常勤講師として招聘し、地域の保健師活動
の現状と課題について学ばせる。地域における福祉施設の体系と機能、介護
保険法制定後の老人福祉・医療施設の現状、地域における健康福祉システ
ム、地域保健・保健所の機能に係る講義について、個別の対面的実習を取り
入れ教育を強化する。

【５・６年次】

科目名 期間 場所 教育内容

特別臨床実習 通年
・本荘地区 医学部附属病院診療科
・県内地域医療機関

　地域医療に貢献するためにはプライマリ・ケアの能力が必要である。地域
医療機関に学生を派遣しているが、地域のプライマリ・ケアの体験を充実さ
せ、もって地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解させ、医
師としてどのような実践能力を身につけるかを学習する。また、救急車同乗
実習を行い、地域救急医療の現状を学ばせている。体制が整えば、ドクター
ヘリ等の活動を実体験させ、災害救急医療におけるトリアージを学ばせる。

地域医療に関する学部教育のカリキュラムの概要
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